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 11月25日、５度目の開催となる今回は、新たな物流作業工程における商品タッチをできるだけ減らし、作業負荷削減を目

的とした改善活動に取り組みました。審査項目は、精度、作製スキル及び安全・損傷防止配慮、アイデアや横展度を総合的

に評価。新企画の商品タッチ低減では、商品に触れる工程削減の改善報告書による採点評価。当日は、ユニークなネーミン

グのツールたちの活用シーンを再現、特徴や効果を熱く語るプレゼンに会場内は大いに盛り上がりました。 

今後も作業負荷軽減の意識と人財育成に取り組み、マテハンツール作製技術の向上を図ります。 
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